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産業厚生委員会  ３月１日（木）                開会 １０時００分 

議事の経過概要 

 

仮屋園一徳委員長 

ただいまから産業厚生委員会を開会いたします。 

平成３０年２月２６日の本会議で本委員会に付託された案件は、議案第１２号、阿久根

市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１４号、

阿久根市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１５号、阿久根

市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１６号、阿久根市後

期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１７号、阿久根

市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１８号、阿久根市指定居宅

介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について、議案第１

９号、阿久根市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２０号、阿久根市包括的支援事業

の実施に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２２号、

阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

の９件であります。 

なお本日の日程については、お手元に配付してあります日程表のとおり進めていきます

のでよろしくお願いします。 

それでは、執行部の出席をお願いします。 

（福祉課入室） 

 

◎議案第１２号 阿久根市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１２号、阿久根市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例の制定について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

山元福祉課長 

議案第１２号、阿久根市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

について御説明申し上げます。 

議案書は９ページ、条例議案等参考は７ページをお開きください。この条例は、子供の

疾病の早期発見と早期治療を促進し、もって子供の健康の保持増進を図るために行う子供

に係る医療費の助成の対象年齢を１５歳から１８歳に引き上げるため条例の一部を改正し

ようとするものであります。 

改正の主な内容でありますが、第２条第１項の改正は助成の対象となる子供の年齢を１

５歳から１８歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある者に引き上げる一方、

婚姻している者等を対象者から除こうとするものであります。 

同条第２項の改正は、助成対象児について当該子供が修学その他の理由により市外に住

所を有する場合であっても、その監護者が市内に住所を有するときは当該子供は市内に住

所を有するものとみなす規定を追加しようとするものであります。 

第３条の改正は、助成対象者について助成対象児を監護している者を市内に住所を有す
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る者に限るとともに、自らが医療費を負担する助成対象児を追加しようとするものであり

ます。 

最後に、改正附則は条例の施行期日を平成３０年８月１日とするほか必要な経過措置を

定めようとするものであります。 

以上で説明を終わりますが、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

白石純一委員 

私は１８歳に引き上げることは賛成ではありますが、先日の予算の質疑で申し上げまし

たとおり、さまざまな検証をなされて１８歳まで引き上げると、そしてそれによってもた

らされる影響等についてもしっかり検証されたのかということが疑問であります。先日私

は５年前に無償化された小中学校の医療費全体がどれぐらい上がったのかということを伺

って、６割上がっているという回答でした。そしてその前に所管課に問い合わせたところ、

そういう数字はその時点では把握されておられませんでした。つまりそういう検証はされ

なかったというふうに理解しますが、それでいいですか。 

山元福祉課長 

今、白石議員のほうからございましたように医療費という部分での検証は行っていなか

ったところです。私どもといたしましては、子ども医療費の助成額の推移ということにつ

いては導入時点から年度ごとに把握していたところですけれども、医療費については把握

をしておりませんでした。ただ、この助成の引き上げについては所得制限等を設けた場合

にどのぐらいの助成額に影響が出るかとか、そういったところの検証は行ったところでご

ざいます。 

白石純一委員 

その所得制限を行った場合の検討はどういうものだったのでしょうか。 

山元福祉課長 

これにつきましては、伊佐市の例を参考にしまして仮に阿久根市で所得３５０万円を上

限として設けた場合にどうなるかということで検討を行いました。これにつきましては、

本市の場合おおよそですけれども３５０万以上の方が全体の約２割程度ということから助

成額についても約２割ほど、８割の方が対象になるというような見込みを立てました。そ

の結果、仮に３５０万円の所得制限を適用した場合、今回拡充をいたします１６歳から１

８歳までのところだけで所得制限をかけました場合、３０年度については６カ月間になる

ものですから、助成額の影響としては大体６７万円くらいの減額になるというような形で

試算したところです。 

白石純一委員 

先ほども申しましたように、５年間で６割、医療費全体がアップしたということは助成

額もほぼ６割アップする可能性があるんではないかということも考えられますが、その対

策として市長は安易に病院にかからないように呼びかけるということでしたけど、それだ

けで医療費を抑えるということの対策になると考えますか。それ以外の何か対策は考えな

かったですか。 

山元福祉課長 

この助成額については医療費の場合には約６割上昇したんですけれども、この助成額の

ほうで見た場合には一定額を超える医療費の場合には高額医療費等の適用等もあるという
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ことで、それと比べると幾分そこまでのアップにはなっていないような状況でございます。

この子ども医療費助成の制度につきましては、今ございましたようにどうやって適正な診

療を呼びかけるかというところでございますけれども、この子ども医療費の制度そのもの

につきましては本来の趣旨としましては子供の早期診療と早期治療、これを促すことでそ

の子供の健康の保持増進を図るというところが目的でございますので、まずは必要な診療

についてはこの制度を使って受診していただくということを進めながら、この子ども医療

費に限らずその適正な受診ということについては、例えば制度拡充のお知らせをするとい

うときにあわせて適正な受診についても御案内するとか、あるいはいろんなほかの医療の

関係も含めて機会を捉えて適正な受診を呼びかけていくとか、そういったことは考えてま

いりたいというふうに考えているところです。 

白石純一委員 

先日の本会議で健康増進課の所管なのでお答えはなかったんですけれども、阿久根市の

医療費が県内４３ですか、市町村中、上位からトップ５以内じゃないかと私は申し上げま

したけれども、それは確認できましたですか。 

山元福祉課長 

その後、確認をいたしましたところ、あくまで把握できる国保医療についてなんですが

県内の２８年度でいきますと県内４３市中、上から３番目というような状況であるという

ことで確認をしたところでございます。 

白石純一委員 

福祉課としてその辺り、健康増進課とよくコミュニケーションをとってどうすれば医療

費を抑えて行けるかをぜひ検討していただければと思います。 

仮屋園一徳委員長 

ほかの委員から。 

中面幸人委員 

人口減少で移住定住促進にも大変よい制度だなというふうに思って大賛成なんですが、

一つだけ文言を忘れましたけれども今県知事の公約でもありました例えば窓口、あれはど

うなんですか今後。 

山元福祉課長 

今、お尋ねのございました県のほうで進めております非課税世帯の未就学児の窓口払い

の一時払いをなくすという制度なんですが、これにつきましたは現在県のほうと調整を行

っている段階なんですけれども、県といたしましては３０年の１０月から取り組みをスタ

ートするということで３月議会に必要な要綱を整備されるというふうに伺っております。

ですので私どもとしましては、それを受けましてまた今後の議会の中で新たな医療費助成

制度の部分につきまして改めて条例の改正につきまして御提案させていただければという

ふうに考えているところでございます。 

仮屋園一徳委員長 

ほかの委員から。 

野畑直委員 

今、課長の話でですね、早期治療が目的であるということで、昨年まで議会のほうでも

私も含めて何人かの議員が高校生までの医療費をということで無償化については議論をし

てきましたけれども、本会議でも言いましたけれども市長は公平・公正でないということ

で今回質問したところ財源があったと。財源というのをもうちょっと詳しく教えてもらえ

ませんかね。 
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山元福祉課長 

これにつきましては、直接子ども医療費に充当するということではないんですけれども、

子育て施策の中で見ましたときに、阿久根市におきましては保育料の利用者の負担につい

て国が定めております標準的な保育料よりも、かなり安い保育料を設定しているところで

ございます。これは県内の自治体の中でも安いほうになるのではないかというふうに思っ

ているんですけれども、これまでは独自に引き下げている部分につきまして国や県からの

交付金の算定をなされるときに阿久根市の独自助成の部分については交付の対象外になっ

ていたんですけれども、２９年度になりまして国といたしましても、そういう子育て支援

の一環ということで基準額の見直しがなされまして、利用者負担のところが国としても引

き下げる方向が示されまして、阿久根市が設定している保育料に近づいてきているという

ような状況でございます。その関係で交付金の算定基礎の部分が大きくなったということ

で、結果的に阿久根市にまいります国と県からの交付金の分が増額になってきているとい

うことで、それが市長が言われました財源の確保につながっているというところでござい

ます。 

野畑直委員 

私が本当に言いたいのは、市長の考えは公平・公正でないという言葉がずっとひっかか

っておりましたから議会でも言ったんですけれども、これについてですね、これまで中学

卒業の祝い金ということでやってるんだから阿久根市としては高校生まではやらないんだ

という考えだったと思います。今回、別にこの子ども医療費に反対しようという考えじゃ

ないんですけれども、この中学卒業祝い金と今回の１８歳までの医療費の予算の差額はど

のくらい見てますかね。 

山元福祉課長 

申しわけございません。中学校卒業者の祝い金につきましては、ちょっと申しわけござ

いません、把握をしてないんですけれども、今私が手元に持っております住民基本台帳の

年齢でいきますと現在１５歳に当たる方が大体１７０名ほどいらっしゃいますので、これ

から推測いたしますと一人当たり１万円の助成になりますので、確実な数字ではないんで

すが見込みとしては大体１７０万円ほどが見込まれるのではないかというふうに思われま

す。私どものこの助成につきましては、今回１６歳から１８歳までの部分を引き上げるこ

とによりまして６カ月分で今回約３３５万円余りの増額分をこの拡充部分で見込んでいる

ところでございます。以上です。 

野畑直委員 

私はこの前、１６歳から１８歳まで年間６７０万円ということでその２分の１というこ

とですね。わかりました。今回、中学卒業祝い金を廃止されるということでしたのでそれ

のいわば阿久根市としてはかわりの医療費助成ということだと思いますのでよくわかりま

した。よろしいです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかの委員から。 

山田勝委員 

助成の流れをね、ちょっとお尋ねしたいんですが。病院に行ったときに窓口でお金を払

わなくていいんですか。 

山元福祉課長 

現在は窓口におきましては対象者になる方についてはこちらのほうから受給者証という

ものを交付しております。それを医療機関の窓口で提示していただくことによりまして、
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一旦窓口では自己負担の分をお支払いいただく形になります。それが後から前もってこち

らのほうにお伺いしております口座、その方のところに市のほうから一旦お支払いいただ

いた分を、助成をしているところです。 

山田勝委員 

例えばですね、高額医療制度については最初からそうでしたよね。最初はそうだったけ

ど高額医療制度について前もってそういうのを病院にちゃんと手続をすればですね、病院

が市のほうに請求に来るということでしたよ。そういうことですよね、今は。 

山元福祉課長 

国保連合会を通じて市のほうに来るという形になります。 

山田勝委員 

私はね、例えば高校生がですよ、高校生が病院に行ってお金を払って、そんな面倒な手

続じゃなくてですね、いつも思ってるんですね、何で面倒な手続をさせてですね、わざわ

ざ手続をさせてお金をやるよという手続をとるのよて。特に高校生というのは時間がない

んだよって。全部親のね、手を煩わせないかんのだよって。そういうことだったら例えば

ですよ、差額分については阿久根市に請求がくればですね、それにもとづいて支払えばい

い話でですね、私はそういうのをすることこそね、住民サービスやっと思うど。そんなこ

とを自分たちから考えれば常識では考えられないことを平気でやっているのが役所の体質

ですよね。それはもう考えないかんと思うけどね。今後の話として考えないとね、自分か

ら考えればほんとに何でそんな面倒な体質を脱皮できないの。やろうという意思がないん

だよな。本当を言えば、いつもやろうという意思がない。どうしたらやれるかという考え

もしない。それは何でかって、あんたたちがお金をやるよという気持ちでいるからなのよ、

みんな。銭をただにしてその分については払いますよという気持ちが残っているからなん

ですよ。どうしたら住民サービスが徹底するかというのを考えていないから考えつかない。

ほかんしはどうかわからん。私はそう思うけどな。 

仮屋園一徳委員長 

今の窓口支払いについて課長から。 

山元福祉課長 

今、山田委員がおっしゃるお話も当然あると思います。今回、先ほど中面委員のほうか

らもございました来年の１０月からスタートいたしますのがその一部ではありますけれど

も、まずは非課税世帯の未就学児の部分から一旦窓口でお支払いする部分をなくして直接

お支払いするというところが来年１０月からスタートしますので、申しわけございません、

３０年の１０月からスタートいたしますので、まずはそこから私どもも取り組みを進めて

いければというふうに考えているところでございます。 

山田勝委員 

ならね、この事業の推進のやり方とか施行の仕方というのはね、国の法律によってする

んですか。市町村の範囲ですか、市町村がこういうふうにしたいという市町村の範囲です

か国の法律ですか。国の法律はどうなっていますか。 

山元福祉課長 

これは市の条例に基づいて助成を行っている制度でございます。 

山田勝委員 

市の条例をね、そういうふうに上げてください。みんな賛成しますよ、すぐ。どうです

か皆さん。 

濵﨑國治委員 
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今の直接払いの件なんですが、県としては未就学児についてということなんですけれど

も、この問題はですね、長年の懸案だったんですね。市長会等でも直接払い制度をしてく

ださいというときにネックは県だったんですね。県との協議が必要だということでなかな

かこれが実現できなくて今もこうしてるんですけれども、ただ今回は県の方針として未就

学児についてはそういうことでいいですよということになったんですが、その辺はどうな

んですか。 

山元福祉課長 

申しわけございません。確かに県との調整という部分ができますので、今ここの窓口無

償化の部分については引き続き市長会等を通じてですね、県に要望が行われているという

状況でございます。 

［発言する者あり］ 

濵﨑國治委員 

そういうことで、なかなか直接払い制度はできなかったというのがあってだと私は理解

しておったんですけれども、そういう理解でいいんですよね。だったら直接払いができな

かった理由というのは何があるんですか。私の理解としては県と協議が、調整ができなく

てということでずっとできなかったということできているんじゃないかと思うものですか

ら。ですから今回県が未就学児についてはことしの１０月からですか、しようとすること

でそれについては直接払い制度ができるということなんですよね。というふうに理解して

いいですか。 

山元福祉課長 

申しわけございません。先ほど山田委員のほうにお答えしたのに不備がありました。今、

濵﨑委員がおっしゃるように、やはり県と一緒になってやることでこの窓口払いが無償化

になると思ってます。 

山田勝委員 

それはわかるよ、阿久根市は阿久根市の裁量でできないの。もしそうしたら執行を停止

するの。 

仮屋園一徳委員長 

ちょっと休憩に入ります。 

 

（休憩 １０：２８～１０：３３） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

ほかに御意見はありませんか。 

濵﨑國治委員 

この子ども医療費助成については、全く私は賛成なんですけれども。と言いますのはど

この市はもうしとらな、なんで阿久根はせんとなということでですね、そういうのをよく

言われたときもあります。そういう意味ではですね、やはり義務教育的になっています高

校生、いわゆる１８歳までの助成については本当に積極的にするべきだと思います。そこ

で１６歳から１８歳というのはほとんど高校生が対象だと思うんですけれども、私はよく

聞いたところによれば高校生になれば親が言っても治療にあまり行かんとや、医者にかか

るようなことは控えるということで部活で忙しい、ないで忙しいということでなかなか治

療に行かずに、そう医療費の増加にはつながらないということを聞いたことがありますけ
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れども、その辺はどうなんですか。 

山元福祉課長 

ここにつきましては、先に実施をいたしております近隣の自治体に確認を、出水市に確

認をしたところ出水市においては中学生と同じ３年間に当たるんですが、中学生の３年間

と比較したときに大体その９０％ぐらいが高校生分として助成額としてふえてきていると

いうことだったものですから、今のところ見込みといたしましては今のうちの中学生に助

成を行っている助成額の約９割程度を現時点では想定しているところです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

今ね、課長の説明をいろいろ聞いたらね、例えば出水市が無償化をしている。阿久根市

はしていない、でしょ。それぞれね、それぞれの事業をそれぞれの市町村でいろいろやれ

るわけじゃないですか、やれるわけ。だから阿久根は阿久根でね、より喜ぶような形でや

らないとね、阿久根よっか出水がよか、阿久根よっか川内がよかでって言ってですね、家

を川内につくったり出水につくったりして、あるいは高尾野、野田につくったりしている

人がいるから、一番阿久根に残る人は少ないよ。ちっとはやっぱりね、ゆう聞かしてちゃ

んと勉強してな、もうちょっとみんなが喜ぶようなふうにしないと。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

山田勝委員 

議案の中にですね、この条例において、子どもとは１８歳に達する日以後の最初の３月

３１日までの間にある者をいう。ただし、婚姻している者というのは、これは１８歳未満

であっても結婚している人は対象にならないということですか。 

山元福祉課長 

今、山田委員がおっしゃるとおりです。 

山田勝委員 

それから例えば高校に就学していなくても働いている人であっても１８歳に達するまで

は無償ですよということですか。 

山元福祉課長 

はい、おっしゃるとおりです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１２号について審査を一時中止いたします。 

（福祉課退室、健康増進課・税務課入室） 

 

◎議案第１４号 阿久根市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１４号、阿久根市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

議案第１４号について御説明申し上げます。 
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国民健康保険法の一部改正により、これまで市町村に設置することとされていた国民健

康保険運営協議会については法律上の規定が改正され都道府県、市町村にそれぞれ国民健

康保険事業の運営に関する協議会として設置することとされたところでございます。 

また、鹿児島県においては昨年１１月に策定した鹿児島県国民健康保険運営方針の中で

葬祭費の額については平成３０年度以降、県内で１人当たり２万円に統一することとされ

ました。 

このようなことから条例の一部を改正しようとするものであり、第１条の改正は市が行

う国民健康保険の事務を国民健康保険法に基づくものと明確に規定したものであり、第２

条の改正は法律に規定する国民健康保険事業の運営に関する協議会をこれまでの名称どお

り阿久根市国民健康保険運営協議会として設置するため、その根拠規定を明確にし定めた

ものであります。 

また、第６条の改正は葬祭費の額を２万円に改めるものであり、第７条の改正は文言の

整理等を行うものであります。 

附則第１項はこの条例の施行日を、第２項は葬祭費の支給についての適用関係について

定めたものであります。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 

葬祭費３万円を２万円に減額した理由があるんですか。 

［発言する者あり］ 

市民のしからなっけ下げたっかて言われれば何て話をすっと。 

児玉健康増進課長 

先ほど申し上げましたとおり、県内で２万円に統一するということでまずそういう方向

で決まっております。将来的には国民保険料の統一も視野に入れたところでそういうとこ

ろも統一していこうということで先に葬祭費については統一しようということで決まった

ところであります。以上です。 

中面幸人委員 

市民からそう言われたときに県が３万から２万円に決めたからということでしかないわ

けやな。 

児玉健康増進課長 

県の運営方針ではそう定められました。それは当然各市町村に諮ってというかその会議

の中で全員その方向でいきましょうということで運営の方針のほうにも定められたという

ところであります。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

山田勝委員 

ならよ、この３万円も２万円もというのをですね、阿久根はまた３万円にしますよと決

めたらどうなの。阿久根は３万のまましますよって、それはどうするの。 

児玉健康増進課長 

葬祭費については市条例ですので、そういう方向ということであればそういう方向で、

それは市町村で決められるところになりますので、３万円ということになれば３万円とい
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うことでもいいんでしょうけれども、ただ先ほど申し上げましたとおり、本会議でも申し

上げましたけれども、どこも２万円を超えるところは今回の３月で２万円に下げるという

ことで県内ほかの市町村もそういうことになっているようであります。 

山田勝委員 

それはね、それは県がするからする。それは地方自治じゃないもん。そいやればこげん

と上げてやらんてよかいやらよ、県の条例で決めれば。阿久根市にこの条例は廃止します。

県の条例で決まりました。そげんしないと、例えばほんと差別だと思うのはね、他の社会

保険その他について５万円ですよ、国民健康保険については２万円ですよというときにそ

ういう話があって３万に阿久根市はしましたね。そのときも、死んだとっずい銭の差をつ

けて（聴取不能）。死んだときも市民に差をつけとるわけやっで、銭で差をば。だから本

来やれば５万円にすっとが常識や、私に言わせたら。２万円にしましたよって、そういう

ふうに決まりました、２万円にしましょうというのはこれは納得できない。これは３万円

のまま、阿久根市は３万円のままして、あとは何らかの形で１万円乗せてやりますよ。そ

れはあんまりや、２万円にしましたって言やならんというふうに思います。皆さん方が３

万円というふうに決められれば３万円でいいんですよということですね。 

児玉健康増進課長 

私どもとしては２万円ということで提案しておりますので、そこはここの議論の中で、

そこで議論していただければいいかと思います。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに。 

濵﨑國治委員 

先ほど県内を統一したことで３万円から２万円、２万円の葬祭費ということで。それか

ら近い将来、健康保険料について統一されるということでもあり、それにあわせてちょっ

と早めにということで理解していいんですか。 

児玉健康増進課長 

将来的な保険料、それがいつの時点になるかはまだ明確にはなっておりませんけれども、

その統一を視野に入れて今後も協議するということになっております。その前段というか、

できるところはすぐに統一した方向性でということで運営方針のほうに定められたという

ことになっております。 

濵﨑國治委員 

私は阿久根の国民健康保険の財源といいますか運営がですね、一般会計からの繰り出し

等も行われてですね、かなり厳しい状況であるということからすれば、やはり県内が統一

してそういうことであればやむを得ないのかなという気がするんですけれども、その辺の

考えはそれでよろしいですか。 

児玉健康増進課長 

おっしゃるとおり、一般会計からの繰り出しが多い中で個人的に言えばその３万円がど

うなのかというのは思っています。やはりこれだけ繰り出しが多いと給付のほうも少しは

下げる部分も出てくるのかなと思っているところです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

山田勝委員 

私はな、国民健康保険から仮に法定外の費用を出してもね、この３万円を２万円にする

というのは反対ですよ。あなたはさっき統一するというけど、社会保険も全部ひっくるめ
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て２万円にしたいということですか。そういう方向にあるということですか、全部ひっく

るめて。国民が死ぬときには全部ひっくるめて２万円にする方向で動いていますというこ

とですか。 

児玉健康増進課長 

そこは他の保険制度ですので、どうするかというのはちょっとわかっておりません。た

だ本県の葬祭費については先ほど申し上げましたとおり２万円でということで県の方針で

定められたというところであります。 

山田勝委員 

ここで僕とあなたと一生懸命議論をしても話のつかない話ですからね、これは自分たち

でまた話をせないかんと思う。これはもうやっぱりね、死んだときくらいは同じぐらいの、

なるべく同じくらいの値段で決めてくれなですね、あまりにもみじめな気がしますよ。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１４号について審査を一時中止いたします。 

 

◎議案第１６号 阿久根市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

仮屋園一徳委員長 

次に議案第１６号、阿久根市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定

について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

児玉健康増進課長 

議案第１６号について御説明申し上げます。国民健康保険及び後期高齢者医療における

住所地特例制度は、同一制度内の保険者間、国保から国保、後期高齢から後期高齢の間に

適用され、国保の住所地特例制度の該当者が７５歳に到達した場合は、この制度を引き継

がず入院等している病院等所在地の後期高齢者医療広域連合の被保険者とすることとされ

ておりました。今回、高齢者の医療の確保に関する法律の一部改正により、このような場

合であっても国保の住所地特例を引き継ぎ、従前の住所地の後期高齢者医療広域連合の被

保険者とすることとされました。このようなことから、本市の国保の住所地特例を引き継

ぐ後期高齢者医療広域連合の被保険者を本市の保険料を徴収すべき被保険者として規定す

る必要があることから条例の一部を改正しようとするものでございます。 

第３条第２号から第４号までの改正は、後期高齢者の住所地特例制度の適用について国

保の住所地特例を引き継ぐ後期高齢者についても適用させる準用規定を追加したものであ

り、第５号は本市の国保の住所地特例を引き継ぐ後期高齢者を本市が保険料を徴収すべき

被保険者とするため追加したものであります。 

附則第２項の改正は現在不要となっている制定当時の附則を削除するものであり、附則

はこの条例の施行日を定めるものであります。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

中面幸人委員 
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これは先ほどと同じように県が今後運営主体になることで、仕方がないということで市

もこういう条例を制定するということで理解していいんですか。 

児玉健康増進課長 

これは後期高齢者医療制度に係る部分ですので、先ほど言ったとおりこの住所地特例制

度の部分が、法律が改正された関係で、市で規定している条例のほうが改正になるという

ことで、後期高齢者制度自体は広域連合のほうでやっておりますけれども、その被保険者

として市が徴収すべき被保険者をどう規定するかという部分が条例に規定されております

ので、そこの改正があったと、改正が必要になったということでございます。 

仮屋園一徳委員 

よろしいですか。 

［中面幸人委員「はい」と呼ぶ］ 

野畑直委員 

ちょっと私の知識不足なんですけれども、阿久根市は昔から国民健康保険税だったです

よね。国民健康保険料で徴収しているところもあるんじゃないですかね。国民健康保険税

と国民健康保険料の違いというのがあったと思うんですが、これについてちょっと教えて

いただきませんか。 

川畑税務課長 

県内は全部、保険税ですね。保険料と保険税の違いとなれば徴収期間などが保険税は地

方税に準じて５年とかですね、なので、保険料のほうは２年とかそういうふうな違いはあ

ります。ほかはちょっとどんな違いがあるかはわかりませんが、税金の徴収に関しては更

正期間が５年、そういうふうに保険料とは違います。 

野畑直委員 

ありがとうございました。たしかですね、違いがあるということで、今回、国民健康保

険税ということで県のほうに運営主体が移るということで、そういうことが問題なく鹿児

島県の場合は保険税のほうで徴収されたと思うからこういうことが何も出てこないんだと

思うんですけれども、たしかそういうのもあったのかなと思ったものですからありがとう

ございました。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。 

山田勝委員 

本会議で最高限度額は幾らですかって聞いたところが、何と何と何で８９万円て、たし

か誰か言いましたよね。あれをもうちょっとよく、何と何と何で８９万やっとか。 

川畑税務課長 

国保のことですよね。まず国保税が先ほど山田委員のほうから言われました医療分、支

援分、介護分とあるんですけど、医療分が被保険者の自分たちの医療費に当てる分です。

国保税は７４歳までですので、その方たちが自分たちの医療費に当てる分。次に支援分と

いうのがあるんですけど、支援分は後期医療が７５歳以上の方ですので、その方たちの医

療費に当てる分です、自分たちの医療費ではなくて。もう一つ介護分というのがあるんで

すけど、被保険者は４０歳以上６５歳未満の方が被保険者なんですけど、１号被保険者の

方の介護を必要とする方の介護費に当てられる費用です。自分たちの医療費に当てる分は

医療費だけ、あとは支援分、介護分はそれぞれの後期医療、介護保険のほうに補助する分

という形ですね。 

仮屋園一徳委員長 
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ちょっと待ってください。委員の皆さんに確認をします。現在、審議をしておりますの

は議案第１６号でありますので御確認をお願いします。 

［「関連しとらよ」と呼ぶ者あり］ 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１６号について審査を一時中止いたします。 

 

◎議案第１５号 阿久根市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１５号、阿久根市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

川畑税務課長 

議案第１５号について御説明申し上げます。国民健康保険につきましては、急速な高齢

化や医療の高度化等に伴い医療費が増大する中、国の財政支援を拡充するとともに効率的

で安定した制度運営のために平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となります。 

保険税については、鹿児島県が算定した納付金をもとに税率を決定する仕組みとなるた

め税率等を改正するものです。 

改正の主な内容でありますが、第２条の改正は鹿児島県が運営主体となり市が納付金を

納める仕組みになることに伴う規定の整備を行うものです。 

次に第２条、第４条、第８条、第１２条の改正は現行の賦課方式である所得割、資産割、

被保険者均等割、世帯別平等割の４方式から資産割を廃止し３方式とするものです。 

資産割課税については、居住地以外の市町村の固定資産税が対象外である、所得がない

方にも資産割は課税されるため担税能力に乏しい低所得者層の負担となっている、土地・

建物の固定資産税額に賦課されるが金融資産等には賦課されない等の現状があり、鹿児島

県国民健康保険運営方針では平成３５年度を目標として全市町村が３方式へ統一すること

としています。このことを受け、賦課方式を３方式へ改定するものです。 

次に第５条、第９条、第１３条は被保険者均等割の税率、第６条、第１０条、第１４条

は世帯別平等割の税率、第２６条は低所得者に対する均等割と平等割の軽減額を鹿児島県

が算定した納付金をもとに算定した税率等に改めるものです。 

以上で説明を終わりますが，どうぞよろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

ここで暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １０：５７～１０：５８） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

これより質疑に入ります。 

牟田学委員 

先ほど課長の説明で税率の統一を図ると言われましたよね。要はですよ、これを見れば

阿久根市は所得割、資産割、均等割、ここのことを県下一律に税率をするということで今
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度、国民健康保険税が上がるんですよね。そういうことでしょ。 

川畑税務課長 

税率水準の統一につきましては、将来的には県下統一を目指しますが特に年度を決めて、

今の段階ではいつ決めて税率を一緒にしましょうという段階ではなく、将来的な水準の統

一に向けて今後も県と市町村とで協議していきましょうということで、廃止するのは資産

割を廃止して３方式にするのを県下統一、３５年度を目標にしましょうということです。

阿久根は４月からしますけど、県下全体としては３５年度を目標にしましょうということ

です。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

［牟田学委員「はい」と呼ぶ］ 

ほかに質疑はありませんか。 

山田勝委員 

ということでさっきの質問ですが、課長、教えてください。今までは例えば私も長い間

やっていないからわからないんですが、例えば最高限度額というのは国民健康保険では以

前は５５万までですよと、あるいは介護が幾らですよということがあったでしょ。そうい

う中で国民健康保険税の中で最高限度額があるんですかという話をしたんです。幾らです

かって。そしたら本会議では８９万ですと言われたから、うわっと思ったままそのまま委

員会もあるのでと思ってこうしてお尋ねをしているところですが。 

川畑税務課長 

それでは限度額に関連した質問にお答えします。医療分というのは自分たちの医療費に

当てる分でこれは国保の被保険者が全員対象となります。支援分というのは後期高齢者医

療、７５歳以上の方の医療費に当てる分でこれも国民健康被保険者、赤ちゃんから７４歳

までの方全員が被保険者となります。最後の介護分というのが、これが４０歳以上６５歳

未満の方だけが対象になります。それぞれの限度額が医療分が５４万円、支援分は１９万

円、介護分が１６万円、合計８９万円ですので、６５歳以上７４歳の方はこれから介護分

１６万円を引いた７３万円が限度額となります。以上です。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

［山田勝委員「はい」と呼ぶ］ 

ほかに質疑はありませんか。 

濵﨑國治委員 

本会議でもいろいろ議論があったところですけれども、非常に大幅な国保税の改正にな

りますので、被保険者の方に、住民に方にどれだけ理解を求めるか、あるいは周知するか

というのは大きな課題だというふうに思います。本会議でもあったんですが具体的にどの

ようにされるかもう一度お聞かせいただきたいですが。 

川畑税務課長 

新しい国保税制度、税率改定の経緯等についてはホームページや広報への掲載、そして

また被保険者への個別チラシの配布による周知を図っていく予定であります。また医療費

抑制のための特定健診等の受診、ジェネリック薬品の利用等のお願いを含めて健診等の保

健事業の機会や出前講座等を活用しての新制度等の説明を検討していきたいと考えていま

す。 

濵﨑國治委員 
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今、出前講座ということもおっしゃったんですけれども、これの利用というのはあるん

ですか。例えばこの税関係の利用というのは、出前講座の。 

川畑税務課長 

税に関しては今のところ私が課長になりましてから５年間ですけれども、その間は１件

もないところです。 

濵﨑國治委員 

本当に出前講座はですね、非常に効率的だと思うんですね。ただ被保険者、いわゆる住

民の方が希望されないとなかなかできないというのもありますので積極的に利用されませ

んかという広報も必要なような気がするんですけれども、どうでしょうか。 

川畑税務課長 

住民の方々への説明については、より多くの方に集まっていただくことが望ましいので、

そういった出前講座等の周知、こういう出前講座が、ホームページには掲載してあるんで

すけど改めてその辺も周知していかなければいけないと考えています。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑はありませんか。 

山田勝委員 

住民に周知徹底するというのはな、なかなか難しいですよ。それで聞っけごられん。聞

っけごらあしがわざわざそれをばて言われん。それよりも鹿児島県国保連合会でな、みん

なでそこにあなたたちは行くわけだから、テレビでな、テレビで鹿児島県、県下どこも同

じようなこういう仕組みになりますよというのを簡単に教える方法、報道する方法を考え

たほうがいいですよ。なんでかっていったら、阿久根は国民健康保険税が高っか、どこは

安か、ここは安かという話やったっで。だからそういう話は、阿久根はうんにゃふとっじ

ゃっどって言たってな、それはもうふとっじゃって言たて、わいだうそを言わっとや、わ

いだうんどんをだまかしてというくらいの人もいる。だから一番いいのは鹿児島県、県下

ですね、どこも同じようなそういうことになるんですよとテレビで言うてかしたほうがず

っとよか。それをば連合会の総会のときにそれを語れ。それが一番簡単やと僕は思います。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

［川畑税務課長「はい」と呼ぶ］ 

ほかに質疑はありませんか。 

なければ、議案第１５号について審査を一時中止いたします。 

それではここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：０５～１１：１５） 

（健康増進課退室、介護長寿課入室） 

 

◎議案第１７号 阿久根市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

それでは議案第１７号、阿久根市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について審

査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

中野介護長寿課長 
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議案書の２２ページからになります。議案第１７号、阿久根市介護保険条例の一部を改

正する条例の制定について御説明申し上げます。 

今回の改正は、平成３０年度から平成３２年度までの３カ年間における６５歳以上の第

１号被保険者の介護保険料の改正と介護保険法の一部改正により市町村の質問検査権の範

囲を第２号被保険者の配偶者等へも拡大して行使できるようになったため所要の改正を行

うものであります。 

介護保険料の改正は、第７期阿久根市高齢者保健福祉計画期間中における介護サービス

の見込量などに基づいて算定した保険料給付に要する費用や地域支援事業に要する費用の

推計額などを勘案して改正しようとするものであります。 

保険料の算定は、平成３０年度から平成３２年度までの３カ年間における介護サービス

などの標準給付費を約８２億９，２００万円、地域支援事業費を約４億７，７００万円、

総額で８７億６，９００万円と見込み、これに第１号被保険者の負担割合分や所得段階ご

との加入割合の補正係数等を乗じて、最終的に第１号被保険者の保険料基準額を月額６千

円、年額で７万２千円と算出したところです。 

現在の保険料基準額は月額で５，６００円、年額で６万７，２００円であり、今回、月

額で４００円、年額で４，８００円引き上げようとするものであります。 

それでは改正の内容について御説明いたします。第２条の改正は、平成３０年度から平

成３２年度までの各年度における保険料を改正しようとするものであります。第１号は生

活保護受給者及び世帯全員が市民税非課税で前年の合計所得金額及び課税年金収入金額の

合計額が８０万円以下の場合に年額３万３，６００円を３万６千円に、第２号は世帯全員

が市民税非課税で合計所得金額等の合計額が８０万円を超え１２０万円以下の場合に年額

５万４００円を５万４千円に、第３号は世帯全員が市民税非課税で合計所得金額等の合計

額が１２０万円を超える場合に年額５万４００円を５万４千円に、第４号は世帯に市民税

課税者がいるが本人は市民税非課税で、かつ合計所得金額等の合計額が８０万円以下の場

合に年額６万４８０円を６万４，８００円に、基準額である第５号は世帯員に市民税課税

者がいるが本人は市民税非課税で、かつ合計所得金額等の合計額が８０万円を超えている

場合に年額６万７，２００円を７万２千円に、第６号は本人が市民税課税で合計所得金額

が１２０万円未満の場合に年額８万６４０円を８万６，４００円に、第７号は本人が市民

税課税で合計所得金額が２００万円未満の場合に年額８万７，３６０円を９万３，６００

円に、第８号は本人が市民税課税で合計所得金額が３００万円未満の場合に年額１０万８

００円を１０万８千円に、第９号は本人が市民税課税で合計所得金額が３００万円以上の

場合に年額１１万４，２４０円を１２万２，４００円にそれぞれ改正しようとするもので

あります。 

また、所得段階の第１段階に当たる被保険者の保険料の軽減は、これまでの措置を継続

し基準額に対する保険料率０.５０を０.４５と０.０５ポイント軽減し、保険料年額は３

万２，４００円となります。 

なお、第１号から第９号の保険料額は保険料段階のいわゆる第１段階から第９段階の保

険料額であり、基準保険料となる第５段階の月額保険料は先ほど申し上げました６千円で

あります。これを１とした場合、各段階の保険料率及び月額保険料は第１段階は０．４５

倍に当たる２，７００円、第２段階及び第３段階は０．７５倍に当たる４，５００円、第

４段階は０．９倍の５，４００円、第６段階は１．２倍の７，２００円、第７段階は１．

３倍の７，８００円、第８段階は１．５倍の９千円、第９段階は１．７倍の当たる１万２

００円となります。 
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今回の保険料の算出に当たっては、厚生労働省が提供する地域包括ケア「見える化」シ

ステムを活用し本市の過去の給付実績をもとに将来推計人口、今後の第１号被保険者数や

介護認定者数、各種介護サービスの需要予測量、国、県、支払基金及び第１号保険料の負

担割合の変動等を踏まえ、また来年１０月に予定されている消費税増税の影響も加味し保

険料の算定を行ったところです。 

さらに第７期高齢者保健福祉計画では、今後の認知症への対応施策として認知症対応型

通所介護施設１カ所の整備を計画しており、需要量推計に反映したところであります。 

次に第１８条の改正は、介護保険制度開始以来、第２号被保険者自体のサービス利用が

増加し、これまでの制度改正により配偶者や世帯主の所得を把握する必要が高まってきて

いることから介護保険法第２０２条及び第２０３条が改正され、市町村の質問検査権がこ

れまでの第１号被保険者及び配偶者等から第２号被保険者の配偶者や世帯主等へも対象の

範囲が拡大されたことに伴い改正するものであります。 

附則第１条は施行期日を、附則第２条は経過措置を定めたものであります。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

山田勝委員 

介護保険は、近ごろは年金から引くんですよね。だからほとんど未収ということはない

んでしょ。 

川畑税務課長 

年金の一定金額に達しない方は納付書で払っていただきます。それと６５歳になったば

かりはすぐに年金から引かれませんので、半年間ほどは納付書で納めてもらうことになり

ます。収納率でいいますと年金のほうはもちろん１００％であります。納付書で払う方法

を普通徴収といいますが、その分については２８年度の実績は８７．４３％であります。 

山田勝委員 

介護保険料を払わなくてもいいという年齢もあるんですか。ずっと死ぬまで払うんです

か。 

川畑税務課長 

６５歳以上、ずっと亡くなるまでか、あるいは転出されるまで、 

［山田勝委員「まで払わないかんの」と呼ぶ］ 

はい。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

野畑直委員 

この介護保険料についてですね、私はちょっとお願いがあるんですが、６５歳になった

誕生日の月、あるいは私は１日生まれでですね、６月分から払わないといけないというこ

とで、その辺を市民に徹底する方法で担当課に１回言ったことがあるんですけれども、初

めての介護保険料について７月半ばの広報誌と一緒に７月いっぱいに納めてくださいとい

う方法で来てると思うんですが、４月生まれの方も同じ７月の広報誌と同時に納付書が来

て７月いっぱいに払いなさいというふうに来てると思うんですが、その辺はどうですか。 

川畑税務課長 

介護保険の先ほど申しました納付書で納めてもらう１期分が７月ですので、４月以降７



- 17 - 

月生まれの方は１期目は全員７月になります。 

野畑直委員 

７月生まれの方はもちろん、自分ののはわかってるんですよ。私が言っているのは４月

１日生まれのとかそういう方に関してはどうなってるんですか。保険料は、暫定でくるん

じゃないですか。だから７月と、みんな７月じゃないんですか。 

川畑税務課長 

その年度の所得決定が６月ですので、それを待って７月が第１期となりますので４月か

ら７月生まれの方は全員７月が第１期です。 

野畑直委員 

そうだと思って聞いてるんですけれども、それについてですね、先ほど普通徴収で８

７％くらいですか、徴収率が。そうしたときにですよ、６５歳に４月以降になる人に対し

ては、いきなり納付書をぼんとやられたら、こいも払わなならんとかとか、１期目が、多

いんじゃないですか。だからやっぱり事前にもうちょっと市民にですね、介護保険料はあ

なたの場合は６５歳に今度なるから発生しますよというようなものについてはいきなり納

付書じゃなくて、もちろん国の法律ですから、それはわかるんですけれども、やはりそう

いうことも徴収率が上がることにつながるのかもしれない。いきなり納付書がぼんと来ら

れたらですね、私なんかも不思議に思ったんだけど７月生まれで６月分からあなたは払い

なさいというのもわからなかったし、そういうことをもうちょっと市民にわかるような、

あなた方がその黄色のパンフレットを持っているけど、そういうものの中にもうちょっと

丁寧な説明をしてほしいということを１回言ったこともあったんだけど、そういうことを

やはり市民に先ほど周知徹底の話は出ましたけれども、そういうことは大事だと思います

ので、ちょっとそこら辺に神経を使ってもらってですね、やってもらうようにしないとな

かなか今、山田委員も言われたけど何歳から払うとかやっぱりもう既に払っているんだけ

れども、そういうことに気をつけてもらいたいと思いますので、その辺の私が言ってから

黄色のパンフレットはちょっと変わったかもしれないけど、そこら辺にですね、よくわか

るようにちょっと早めにやっぱり周知することも大事だと思いますよ。どうですか。 

川畑税務課長 

６５歳になられたとき、介護保険係のほうから６５歳になりましたので手続をお願いし

ますということで介護保険の保険証を発行するためにおいで願うんですけれども、そのと

きに税務課のほうにもおいでいただいてこのしおりとほかに今、先ほど野畑委員がちょっ

とわかりにくいということで去年からさらに初めて６５歳になられた方にはよりわかりや

すくした資料をおつくりして説明いたしております。 

野畑直委員 

それについてわかりづらかったから、だから去年からというのは私はその前の年からで

すから本当にわかりにくいんですよ。だからやっぱり徴収率を上げるために市民にも、も

りろん協力して税を払うのは当たり前ですけれども、そういう意味でですね、やっぱりわ

かりやすいようになるべく早く通知をしてもらいたいというのが。 

中野介護長寿課長 

今、税務課長がお越しいただいてという話だったんですけど、少し訂正で介護保険係の

ほうから６５歳になられたときに資格が発生するということで介護保険証の発送をいたし

ているところです。それについての中で、例えば周知をするという、こういったパンフレ

ットを少し入れてですね、そういった介護保険料が発生しますというようなところを少し

周知したいというふうに思います。 
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野畑直委員 

ですから、６５歳になった４月に、もう該当者はわかるわけだから、その方だけにやっ

ぱり納付書と一緒にそういうことを早めにとにかく知らせるということを努力してもらい

たいと思いますので、そういうことです。去年から変わっているというのは、私は担当課

に１回行ったことがあったものですから変えてくれたのかなとは思っていますけれども、

徹底してお願いします。 

仮屋園一徳委員長 

いいですか。ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１７号について審査を一時中止いたします。 

（税務課退室） 

 

◎議案第１８号 阿久根市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

次に議案第１８号、阿久根市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等

を定める条例の制定について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

中野介護長寿課長 

議案書は２４ページからになります。議案第１８号、阿久根市指定居宅介護支援等の事

業の人員及び運営に関する基準等を定める条例の制定について御説明申し上げます。 

介護保険法の一部改正に伴い、平成３０年４月から居宅介護支援事業者の指定権限が都

道府県から市町村へ移譲されるため市において同事業の運営基準等を定める条例を制定し

ようとするものであります。 

居宅介護支援とは在宅の要介護者についてのケアマネジメントのことであり、要介護者

が居宅サービスや地域密着型サービス及び必要な保健医療、福祉サービスの適切な利用が

できるように居宅サービス計画の作成やサービス事業者等との連絡調整、さらには介護保

険施設等への入所が必要な場合は施設の照会等を行うものであり、現在、阿久根市内には

居宅介護支援を行う事業所が阿久根市社会福祉協議会を初め６事業所があり、要介護１か

ら５までの介護認定を受けた方についてケアプランの作成業務等を行っているところです。 

今回、介護保険法第８１条第２項の規定により、これらの指定居宅介護支援の事業の運

営に関する基準は市の条例で定めることとされたところです。 

それでは条例の主な内容について御説明いたします。第１条は本条例の趣旨を、第２条

では使用する用語について規定したものであります。第３条は指定居宅介護支援等の事業

の人員及び運営に関する基準については平成１１年厚生労働省令第３８号に定める指定居

宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準によることとし、同省令第２９条に定め

る記録の整備に関しては、居宅介護サービス計画や利用者のアセスメント結果の記録等の

保存年限を省令では２年とされているところを介護報酬過誤返還等の公法上の債権消滅時

効の５年間に準じて５年間とするものであります。第４条は利用者への虐待の防止と権利

擁護について定めたものです。第５条は本事業の指定を受けることができるものは法人と

したところです。第６条ではこの条例の施行に関し必要な事項は別に定めることとし、附

則において本条例の施行時期を平成３０年４月１日にしようとするものでございます。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願いいたします。 
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仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

結局、県から市に移ったということですよね、指定をしたり、あるいは監督をしたりす

るのがですね。ということは、現在ある介護、こういう支援事業所が６あるというんです

けどね、その６の現状はそのまま引き継ぐということですか。することによって例えば人

員をふやすとか減らすとかそういうのはないんですか。 

中野介護長寿課長 

今回の条例制定についての主な理由は、いわゆる今、御指摘があった権限移譲の件で制

定をするということであります。それに基づいて、では事業所がどういった基準が変わる

とかそういったものはございませんので、人員数が変わるとかそういうところは今のとこ

ろ。いわゆる県がもう数年前に条例を定めていたのを市が同じような形で今回、市も同じ

ような形でそれを制定しようということですので、その辺の基準の変更というものは今回

ございません。 

山田勝委員 

であったらですね、この支援事業所に対しての予算とか、あるいは指定料とか、あるい

は運営料とかいうのはどういう形で歳入があったり歳出があったりするんですか、その事

業所ごとには。 

中野介護長寿課長 

今回の権限移譲によって県が行っていた事業所の指定を市が行うことになるんですけれ

ども、具体的にはどういったことが可能になるかというと、市が事業所の指定、それから

指定の変更、変更の届け出の受理、報告、命令、立ち入り検査、措置命令、指定の取り消

し、それから指定等の公示等でございます。お金の流れというのはこれには全く関係ござ

いません。指定とかその措置命令が県が行っていたのを今回市が行うことができるように

なるということで、事業量的には市が多くなると、市の業務が多くなるということでござ

います。 

山田勝委員 

結局、人はそこに働いているわけじゃないですか。働いている方々の給料とか何とかと

いう分については介護保険から計数によって払われるということになるんですか。 

中野介護長寿課長 

その点は基準のポイントがございますので、その分は全然変わりないです。お金の面で

は何も。 

山田勝委員 

阿久根市が特別に払わなくてもいいということですね。 

［中野介護長寿課長「はい」と呼ぶ］ 

もう一つ、今、６事業所ですけどね、６事業所、あと１つ事業所が手を挙げるところが

あったら、あと１つ市が認定してもいいんですか。 

中野介護長寿課長 

例えば１カ所、居宅支援事業を行いたいという事業所があられたときには、今まで県に

指定申請をしてたのを今度は市に指定申請をしてもらうという手続になります。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 
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ほかにありませんか。 

なければ、議案第１８号について審査を一時中止いたします。 

 

◎議案第１９号 阿久根市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

次に議案第１９号、阿久根市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関

する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

中野介護長寿課長 

議案書は２７ページになります。議案第１９号、阿久根市指定地域密着型サービスの事

業の人員，設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定につい

て御説明申し上げます。 

介護保険サービスの新たなサービス形態として、高齢者と障がい児・障がい者が共に利

用できる共生型サービスの創設を規定した指定地域密着型サービス等の事業の人員，設備

及び運営に関する基準等の一部を改正する省令が平成３０年１月１８日に公布され、平成

３０年４月１日から同サービスの提供が可能となることに伴い、本市が指導権限等を有す

る地域密着型サービスの事業の運営基準等を定める条例について改正する必要があるもの

です。 

条例の主な内容は、第３条において指定地域密着型サービス基準は今回の共生型サービ

スの創設を盛り込んだ平成１８年厚生労働省令第３４号、指定地域密着型サービスの事業

の人員，設備及び運営に関する基準に準ずることとし、第４条では記録の保存年限につい

ては介護報酬過誤返還等の公法上の債権消滅時効の５年間に準じて５年間とするものです。

あわせて、既に市条例に規定されている他の介護サービス事業者に対する記録の保存年限

も５年間と統一されていることより条文中の整理を行おうとするものです。第５条及び第

６条においても同様に、指定地域密着型介護予防サービスの基準を規定した厚生労働省令

の引用を行い条文中の整理を行おうとするものです。 

以上で説明を終わりますがよろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

例えば阿久根にこういう施設はあるんですか。今から新たにつくるんですか。 

中野介護長寿課長 

今回の条例ですね、ここには共生型サービスとか出てこないものですからわかりにくい

かと思いますけれども、共生型サービスは何かということから御説明させていただきます

けれども、障害福祉サービスと介護施設のサービスがあるんですけども、それが同時に使

えないかということでございます。これまでは障害福祉サービスに相当するサービスが介

護保険サービスにある場合は、実は介護保険サービスが優先されるという介護保険優先の

原則というものがあったところです。そこでは障がい者が６５歳になって介護保険の被保

険者となった場合に、それまで使い慣れた障がい福祉サービス事業所を利用できなくなる

というようなケースがあって、国のほうでも見直しの意見が出されていたというところで

す。そこで障がい者が６５歳以上になっても使い慣れた事業所においてサービスを利用し
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やすくする観点から、また同時に福祉に携わる人材の活用を図るという観点からホームヘ

ルプサービス、デイサービス、ショートステイなどに高齢者や障がい者がともに利用でき

る共生型サービスの創設が図られたということです。実は市内に、この部分については障

がい者サービスを提供する事業所がうちを介護保険の適用事業所にしてくださいという話

をされないといけない。そこが大前提になります。そういうことからしますと、今の規模

のままで共生型サービスの指定を受けられる可能性というのは市内では２カ所、あいわの

里のアネックスセンター、それからデイハウスふたば折多さんがそういったサービス、手

を挙げてそういった指定をされればですね、そういったことになるということです。 

山田勝委員 

例えば指定されればですね、例えばその施設の改善をするとか改良をするとかいう分に

ついてもまた市は交付金を出すとか何とかするんですか。施設の改良は必要ないんですか。 

中野介護長寿課長 

いわゆる施設の改良とか何とかは多分必要ないと思うんですけれども、障がい者がその

まま使えるようになる。介護保険のサービスというか介護保険からの支出が可能になる。

いわゆる費用を介護保険財政からできるという、そこができるということ。ただそこにつ

いて、詳しく私もまだそこまで精査してないんですけれども、障がい者に係る費用で受け

られる費用と介護保険サービスで受けられる費用、これがどちらが優位なのかというとこ

ろが事業者さんでは出てこられると思います。 

山田勝委員 

わかりました、大体対象になるのはふたばとアネックスですよということだけど、しか

し私が言うのは例えば地域密着型のですね、小規模多機能の施設があるじゃないですか、

山下、脇本、内山病院の分と今、３カ所ですか、そういうところにですね、例えば逆に介

護保険じゃなくてそういう身体的な障がい者とかいう方々もひっくるめてそこでも面倒見

れますよということは考えられないんですか。 

鳥羽瀬地域包括支援係長 

基本的には６５歳以上になったら介護保険が申請できるわけですね。小規模多機能がい

いですよと言われる方は介護保険を申請させてそこのサービスを使えばいいんですけども、

反対に障がい者の方がずっと若いときから４０代とか３０代とかから使われてきた方が６

５歳になったからといってそこの利用が今まで使っていたところのサービスが使えなくな

るということが今、現実に出てきているんですね。だからこの方たちがやっぱり環境を変

えることは厳しいので、そのまま今の事業所を使えるように指定を介護保険にしましょう

よというところなので、すみません、回答になってるかわからないんですけれども。反対

ののは今、既にできているので、障がいの人がここがよかどと言えば介護保険を申請して

そこに行けばいいシステムはできてるので、反対ができないんですね。介護保険を申請し

てしまったから今までの福祉のサービス、事業所には行けないんですよということが出て

くるので、そこをちょっと決めて、 

［山田勝委員「やわらかくなったということですよね」と呼ぶ］ 

はい。 

山田勝委員 

私が何でそういうことを言うかといったらですね、３つの施設を私よく知ってるんです

けどね、あるいは近いからそこがいいよという人も出てくるだろうし、例えば利用者が少

なくてですねという場合も出てきますよね、そういう施設はですよ、できることなら病院

のですね、病院とかあるいは特養とかというところのほうがいいよと言って行く人もいれ
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ば、あるいはそういう人もいるのでね、人数が少なくて経営も大変だよという部分もちら

っと聞かないこともないものですからね。だからそういうところにも行けるんですか。そ

ういうところも、逆のこともあるんじゃないですかという確認をさせていただいただけで

す。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

白石純一委員 

昨年、一昨年でしたっけ、阿久根南部地区で募集していたのは、この地域密着型サービ

スのいわゆるグループホームという形ですかね。 

中野介護長寿課長 

第６期の高齢者福祉計画の中で計画されていたのは、いわゆる今、御指摘のあった小規

模多機能施設グループホームの建設を南部地区にできないかということで前期計画では計

画をしていたところだったです。 

白石純一委員 

それは高齢者、いわゆる今まで私たちが考えていた一般の高齢者に加えて障がい者で高

齢者になられた方も今の制度で入れるという趣旨ですかね。 

中野介護長寿課長 

先ほど係長のほうが申し上げましたけれども、介護保険のほうは障がい者であろうと普

通の高齢者であろうと資格を取ればそこは使えるというところですので、介護保険のサー

ビス提供のところは区分けなく。ですから今、小規模多機能のほうも要件というか事業所

にＯＫが出ればそれは大丈夫ですけれども。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１９号について審査を一時中止いたします。 

 

◎議案第２０号 阿久根市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

次に議案第２０号、阿久根市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例の制定について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

中野介護長寿課長 

議案書は２９ページになります。議案第２０号、阿久根市包括的支援事業の実施に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について御説明申し上げます。 

阿久根市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例は、地域包括支援センターが

行う事業の基本方針等について定めたものであり、同条例第４条においては地域包括支援

センターに配置すべき職員の基準等として主任介護支援専門員の配置について規定してい

るところです。介護支援専門員は、要介護者が日常生活の状況に応じて適切なサービスを

利用し自立支援を行うためのケアマネジメントを行う専門職であり、さらに主任介護支援

専門員には介護支援専門員の人材育成や地域包括ケアシステムの構築に向けた地域づくり

といった役割も求められているところであります。このような観点から、平成２８年度か

ら主任介護支援専門員の研修制度が見直され、主任介護支援専門員研修修了証明書等に５
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年間の有効期間が設けられ、更新時には同専門員更新研修の受講が義務づけられたところ

です。さらに更新制度については、実質５年間の有効期間が確保されるよう介護保険法施

行規則が改正されたところであります。 

今回の条例改正においては、第４条第１項第３号において主任介護支援専門員の資格要

件として介護保険法施行規則第１４０条の６６第１号の資格基準を適用するため、同規則

を定めた厚生労働省令を引用する規定を置いたものであります。 

なお、附則において本条例は公布の日から施行しようとするものであります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

主任介護支援専門員の定義が定められたことによりとあるんですが、例えばね、阿久根

市包括支援センターの中に今、そういう職員はいらっしゃるんですか。 

中野介護長寿課長 

現在、２名の主任介護支援専門員がおります。 

山田勝委員 

例えば先ほど議案第１８号でですね、指定介護支援等についての６事業所についてもや

はりこういう主任介護支援専門員というのが必要なんですか。 

中野介護長寿課長 

先ほどの６事業所に必ずしも主任介護支援専門員は必要ではございません。地域包括支

援センターの中にはこれは必置という形になっております。 

山田勝委員 

そういうことであってもね、なかなかきのうの補正予算でも話はあったんですが人数を

満たすことができないじゃないですか。そうしたとこに主任介護支援専門員のライセンス

のある方、あるいはその他のケアマネージャーの方とは比較した時に違うんでしたよね、

金額が。報酬が違うんでしたよね。 

中野介護長寿課長 

うちの報酬のほうは違います。 

山田勝委員 

今ですね、介護士もなんですが、阿久根市内全体を見たときにケアマネージャーも少な

いという、ないという話も聞くんですが、例えば事業所等についてケアマネージャーのい

ないところもあるんですか。 

中野介護長寿課長 

必置という形にはなってないんですけれども、主任介護支援専門員が置くように努める

というような形でですね、その方たちがいれば一番いいというような形なんですけれども、

いずれはですね、多分そういった形になってくると思います。管理者等についてはそうい

った資格を持った方が置かなければならないという方向になってくるんだと思います。そ

れで先ほど言われましたうちの介護支援専門員と主任介護支援専門員、ここの報酬の差は

２万２，１００円ほど今あります。 

仮屋園一徳委員長 

よろしいですか。 

ほかに質疑ありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２０号について審査を一時中止いたします。 

（介護長寿課退室、水道課入室） 

 

◎議案第２２号 阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第２２号、阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定について審査に入ります。 

課長の説明を求めます。 

中野水道課長 

議案第２２号、阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定について御説明申し上げます。 

市では国が示す整備条件に基づいて、平成３１年度に簡易水道事業と上水道事業を統合

することとしております。このことから、円滑な事業統合を目的に両事業の料金体系を統

一するため条例の一部を改正しようとするものであります。 

改正の内容についてでありますが、条例議案等参考の２３ページをごらんください。料

金表の改正でありますが、基本料金について口径１３ミリメートルは現行８００円から７

００円に、４０ミリメートルは現行１，７００円から３，５００円に、５０ミリメートル

は現行３，５００円から７，０００円にそれぞれ改定し、従量料金については、現行は１

立方メートルにつき一律６０円ですが、改正では１立方メートルにつき１０立方メートル

までの分は７０円、１０立方メートルを超え２０立方メートルまでの分は１００円、２０

立方メートルを超える分は１４０円にそれぞれ改正しようとするものであります。 

次に条例の施行等について申し上げます。議案書の３４ページをごらんください。改正

附則第１項は、この条例の施行日を平成３０年７月１日とし、第２項は経過措置を定め、

この条例の施行日前からの継続した使用に係る水道の料金で施行日から平成３０年７月３

１日までの間に金額が確定されるものについては、なお従前の例によるものとしたもので

あります。 

最後になりますが、この料金改定につきましては簡易水道事業対象地域での住民説明会

を行うとともに、料金が２倍以上となる見込みの使用者には戸別訪問等を行うなどして理

解を求めてきております。 

また、この議案について議決をいただきましたら、条例公布後施行日までの間、料金改

定について周知を行い引き続き理解をお願いしてまいりたいと考えております。 

以上で説明を終わりますが、よろしくお願い申し上げます。 

仮屋園一徳委員長 

課長の説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。 

牟田学委員 

今、課長の説明で何カ所ですかね、簡易水道のそこで説明をされたと。皆さん住民の方

の納得というか、それはどうですか。 

中野水道課長 

大多数の方が仕方がない、簡易水道で平成１７年から事業を行っているんですが、それ

なりに投資もしているということで仕方がないのかなというふうな意見が大半でした。 
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白石純一委員 

本会議でたしか１３ミリメートルの方が９０％近くというふうには伺いましたが、今、

料金が２倍になる方もいらっしゃる、２倍ぐらいになる方もいらっしゃるということでし

たけれども、何件ぐらい、その方はやっぱり事業者でしょうかね。で何件ぐらいあられる

んでしょうか。 

中野水道課長 

もうちょっと詳細でよろしいですかね。使用件数が３，６９７件中、まず７５６件は簡

易水道地区消防団等が４００件、及び水道料金が１．５倍になる３１７件、それと２倍以

上が３９件になります。 

［白石純一委員「２倍以上が３９件ですね」と呼ぶ］ 

白石純一委員 

３９件の方は事業者が多いんですかね。 

中野水道課長 

大体、ちょっと待ってください、詳細を。まず１３ミリでは６件で個人さんになります。

それから２０ミリでは８件になります。２５ミリでは１件になります。それから３０ミリ、

これは大川道の駅が１件です。それから４０ミリが９件になります。それから５０ミリは

２件になります。学校とか小学校、中学校、それから事業者としては福祉関係ですね、そ

ういうのが水道が多くなるという感じになります。 

仮屋園一徳委員長 

いいですか。ほかに質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２２号について審査を一時中止いたします。 

（水道課退室） 

 

仮屋園一徳委員長 

ここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １２：０４～１２：０５） 

 

（福祉課入室） 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

山元福祉課長 

先ほど子ども医療費助成の関係で山田委員、濵﨑委員のほうから御質問のございました

医療費の自動償還払いの対象者の拡充の部分につきまして補足して御説明のほうをさせて

いただきたいと思います。このことにつきまして、県のほうにも確認をしたんですけれど

も、１点目といたしまして、この医療費助成の部分につきまして独自償還払いの対象を小

学生以上に広げることに、 

［「独自償還払いって、どっち」と呼ぶ者あり］ 

窓口で一旦負担するというのをなくして、窓口負担なしでお支払いするという形になり

ます。これにつきましては、市が独自の条例を制定して実施をすることは可能ということ

であります。ただしですね、このことについては県のほうで昨年１０月に説明会が、この

新たな医療費助成制度の説明会におきましても、このことについて質問がなされておりま
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して市町村において現物給付の対象を小学生以上に広げた場合、県からの補助は維持され

るかということで質問が出されておりまして、これについての県からの回答といたしまし

ては市町村が、今は非課税世帯の未就学児が対象になってるんですけれども、これを市町

村が独自に対象者を課税世帯にまで拡大した場合、県の乳幼児医療助成により受けている

助成が補助対象外になるということで、現在２分の１の助成を受けてるんですが、これが

課税対象まで拡大すると補助対象外になるという回答が出されています。 

それともう１点は、子ども医療費助成に係る国保の減額調整措置につきまして国の方針

が示されております。これにつきましては、地方公共団体が独自に行う子ども医療費に係

る国民健康保険の減額調整措置について、全ての市町村が未就学児までは何らかの助成措

置を実施している実態等を踏まえ、自治体の少子化対策の取り組みを支援する観点から平

成３０年度より未就学児までを対象とする医療費助成については国保の減額調整措置を行

わないこととするということが示されているんですが、これによりますとまだ依然として

小学生以上については国保の減額調整措置についての部分がまだ触れられていないという

ような状況でございます。これらもございまして、県の市長会におきましても乳幼児医療

費助成補助制度の拡充につきまして乳幼児だけではなく義務教育終了前、中学３年生まで

の児童・生徒全てを対象に、所得にかかわらず医療費の負担軽減を図る方策を検討するこ

ととして要望が、２９年度の市長会においてもなされているところでございます。 

以上です。 

仮屋園一徳委員長 

ただいま、議案第１２号について補足説明がありましたが委員の皆さんから御意見はあ

りませんか。 

中面幸人委員 

今、課長の説明をお聞きしましたけれども、県の指導としては３０年の１０月までとい

うのは、あくまでも未就学児、小学生以下ということですよね。 

山元福祉課長 

非課税世帯の未就学児に限るという形です。 

中面幸人委員 

非課税世帯で小学生以下、未就学児ということで小学校から上はないわけですね。 

山元福祉課長 

委員のおっしゃるとおりです。 

仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第１２号について審査を一時中止します。 

（福祉課退室） 

 

仮屋園一徳委員長 

ここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １２：１０～１３：０７） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 
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所管課への質疑が終わりましたが、現地調査について委員の意見を伺います。 

［「要らないと思います」と呼ぶ者あり］ 

それでは、現地調査は行わないということで御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

異議なしと認めそのように決しました。 

 

◎議案第１２号 阿久根市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１２号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１２号、阿久根市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第１２号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１４号 阿久根市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１４号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１４号、阿久根市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

てを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１５号 阿久根市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１５号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１５号、阿久根市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第１５号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１６号 阿久根市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１６号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１６号、阿久根市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第１６号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１７号 阿久根市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１７号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１７号、阿久根市介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを

採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 
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よって、議案第１７号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１８号 阿久根市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定め

る条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１８号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１８号、阿久根市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基

準等を定める条例の制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって議案第１８号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第１９号 阿久根市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営に関する基

準等を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第１９号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第１９号、阿久根市指定地域密着型サービスの事業の人員，設備及び運営

に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第１９号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第２０号 阿久根市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第２０号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第２０号、阿久根市包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例の制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって議案第２０号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 

◎議案第２２号 阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

仮屋園一徳委員長 

それでは議案第２２号を議題とし、各委員の御意見を伺います。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、本案について討議に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、次に討論に入ります。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ討論を終結いたします。 

これより議案第２２号、阿久根市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてを採決いたします。 

本案は原案のとおり可決すべきものと決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、議案第２２号は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で本委員会に付託されました案件は全て議了しました。 

ただいま議決されました案件に対する委員会審査報告書の作成及び委員長報告につきま

しては委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、ただいま議決されました案件に対する委員会審査報告書の作成及び委員長報告

につきましては委員長に一任されました。 

次に、本委員会の審査内容等の報告を５月発行予定の市議会だよりに掲載予定でありま

すが、この内容について委員の皆さんから何か御意見等ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

それでは、原稿の記載及び提出については委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認めます。 

よって、本委員会の審査内容等の原稿記載及び提出につきましては委員長に一任されま

した。 

 

◎所管事務調査について 
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仮屋園一徳委員長 

次に、本委員会の所管事務調査を議題といたします。 

協議のため暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １３：１５～１３：２６） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

所管事務調査について皆さんの御意見を伺いたいと思います。 

まず集落営農等の農業振興策について御意見を伺います。 

中面幸人委員 

この集落営農についてはですね、今の委員会の前から取り組んでいる調査でありまして、

また視察もやったりしまして、あれからやはり国の制度なんかで中間管理機構とかああい

うので大分農業振興に対しての取り組み方が変わってきておりまして、その辺あたりをで

すね、もう１回ですね、所管課を呼んでですね、阿久根市以外の、市外からの担い手であ

ったり大規模農家の方がですね、阿久根市のそういう田んぼ、畑等を有効活用しようとい

うのも見えてきておりますので、全体的に阿久根市の行政がですよ、所管課がどのような

今後、方向性というかですね、考えて見据えているのかというのも１回ここで所管課に説

明してもらってですね、それからいろいろ検討する必要があるんじゃないかとなと。大分

もう所管調査を始めて期間もしておりますので、１回それは必要かなと思っておりますの

で、１回所管課と話し合いをしてみたいと思いますがどうでしょうか。 

仮屋園一徳委員長 

所管課を呼んで意見を聞きたいということですが、そういうことでよろしいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

それでは、集落営農等の農業振興策についてはそのように進めていきたいと思いますが、

ほかに御意見はありませんか。 

野畑直委員 

ツバキの調査結果を踏まえた所管課との協議ということで、苗の調達についても、そし

てまた市内でまとまった植栽をする候補地がないか等を所管課と意見交換会をしたいと思

いますのでよろしくお願いします。 

仮屋園一徳委員長 

はい、わかりました。 

では、集落営農等の農業振興策については集落営農及びツバキの調査結果を踏まえ、所

管課を呼んで意見を聞きたいと思います。 

次に、海を活用した観光行政について委員の皆さんの御意見を伺います。 

牟田学委員 

グラスボートの件に関しては事業主さんの考え方を聞いたところでありますが、行政側

の考え方といいますか、ちょっとずれがあるなあという思いがありますので、所管課を呼

んでもう１回話を聞いてみたいというのがありますので所管課を呼んでください。 

仮屋園一徳委員長 

今、海を活用した観光行政については、その後の経過等を踏まえて所管課を呼んで意見

を聞きたいということですが、ほかに御意見はありませんか。 

白石純一委員 
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実際に運行しているところの現地視察も上げておりましたがなかなかタイミング的には

難しいんですが、これから気候もよくなって、年度内には難しいかもしれませんけれども

近隣では牛深でもやっておりますのでぜひ現地視察もしてみたいと思います。 

仮屋園一徳委員長 

今、意見がありました現地視察については継続して調査を行うということでよろしいで

すか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

それでは次に、道の駅等の活性化について御意見を伺います。 

山田勝委員 

道の駅はですね、今もう非常にこの前、出店業者の方々との話し合いの中ではですね、

一部動いている状況の中でですね、その後、私、商工観光課長とも話をしたんですけれど

も、まだどうするかという方向は決まっていないんだけれどもという話でしたよ。だから

やはり出店業者を大事にせないかんので出店業者の考え方というのをやはり商工観光課に

伝えないかんのじゃないかという気がするんですよね。もう一遍だから商工観光課との話

し合いをしたほうがいいという気がします。 

仮屋園一徳委員長 

それでは、道の駅等の活性化については前回、意見交換会を行いましたのでその意見等

について商工観光課と意見交換をしたいということですので、そのように進めたいと思い

ますがよろしいでしょうか。 

牟田学委員 

今の件でですね、先ほど出店業者さんと話をした中で出店したところの撤去とかいろい

ろ話がありましたよね。それは今月いっぱいとかいう話がありました。そういった中でや

はり商工観光課との意見交換はちょっと早めにしてもらったほうがいいのかなというふう

に思います。 

仮屋園一徳委員長 

それについてはですね、２月いっぱいというのもありましたのでこちらのほうで事務局

と確認をしました。内容についてはそれなりに聞いたんですが、その時期を過ぎてもどう

にもならないと、前もってしてもどうにもならないというような内容でしたので、できれ

ば今議会の中で当初予算の後の委員会等でできないかなと今、検討してますので、皆さん

方がここで商工観光課の意見を聞きたいということであれば早めに設けていきたいと思い

ます。そういったことでよろしいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

山田勝委員 

あなた方はそういうけど、今定例会の中でですね、予算の中では産業厚生委員会が何か

するということはないんですよね。予算委員会で全部終わりますから、予算は。 

［「その後でという意味やったっどが」と呼ぶ者あり］ 

その後でまた別に、新たにですね。 

仮屋園一徳委員長 

はい、後でということです。何でかと言いますと、向こうが予算まで終わらないとちょ

っと対応ができないということなんですよ、観光課のほうが。そういうことで御理解くだ

さい。 

そのほか、委員から何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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なければ、以上で産業厚生委員会を散会いたします。 

 

（散 会 １３時３４分） 

 

           産業厚生委員会委員長  仮屋園 一徳 

 

 

 


